
監視用 PC pHモニタリング装置

放流水質異常時の原因究明対策として、排水
発生源での水質監視（pH・TOC・BOD・SS）は
重要かつ有効です。エンバイシスの環境セキュ
リティーシステムなら、日常のメンテナンス
から測定データ管理まで、簡単操作で行える
ため、排水の発生源での水質監視に最適です。

環境モニタリングシステムESS
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排水発生源の的確な水質監視（pH・TOC・BOD・SS）を実現！
環境保全に対する安心・安全をお約束する
高信頼システムです。
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自社開発のTOC計と相関により、
BODをスピーディーに測定。
放流水BODを、最適なタイミング
で監視します。

水処理システム

BOD
TOC

■仕  様 型 式
処 理 対 象
処 理 方 式
BOD 測 定 
処 理 能 力
処 理 水 質
電 源

※1 対応可能な1日あたりの最大処理量の目安で、実際の排水量・BOD負荷に応じて、原水槽・生
物処理槽・監視槽の容量を決定します。

※2 河川放流の場合は膜型活性汚泥法により、BOD20mg/L 以下となります。

BMS
BOD 2000mg/L 以下、SS600mg/L 以下、pH3～11
PUF流動床による生物処理法、または、膜型活性汚泥法
TOC計によるTOC-BOD 相関によるBOD 算出
最大30m3/日※1

BOD600mg 以下※2、pH5～9
AC200V-3Φ

株式会社エンバイシス

※仕様及びデザインは予告なしに変更する場合がありますので予めご了承ください。
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パソコンをタッチパネルと同期して、遠
隔操作および遠隔監視を行うことができ
ます。また、タブレットとタッチパネル
を同期させれば、自動運転時のフロー画
面に表示される各機器の動作状況に応じ
た実際の機器の動作確認や、各機器の近
傍からの手動
操作による動
作確認が容易
に行えるため、
メンテナンス
効率が大幅に
アップします。

生物処理後の放流水BODを、
TOC計により相関から確実に監視。
BOD見える化による、
安全・安心システムを実現。 廃水処理装置制御盤

と常時通信し、BOD 
相関自動演算機能を
搭載した自社開発の
TOC 計により、放流
水BOD の水質管理の
メンテナンス性や信
頼性が優れています。

自社製TOC計による
最適な水質管理

廃水が酸性やアルカリ性、または消毒剤
などを含む場合、生物処理を行う前段で
中和、還元処理を行い生物処理に対する
負荷の除去や、放流水が排出基準値pH 
範囲内となるように調整します。

的確な前処理装置の設置

専門のサービススタッフによるサポート
体制も充実していますので、納入後のト
ラブル発生時も適切に対応します。また、
メンテナンス契約による充実したメンテ
ナンスサービスもご提供していますので、
日常的な保守・管理面も安心です。

専門サービススタッフによる
サポート体制の充実

設置スペースに応じて、メンテナンス性
を考慮した装置の最適なレイアウトをご
提案します。

最適なレイアウト設計

操作性・視認性に優れたTFT カラー LCD 
タッチパネルを搭載しています。タッチ
パネルではpH・温度・BOD などの値を、
一定間隔で記録するロギング機能やグラ
フ化するトレンドグラフ機能に加え、警
報発報時には発報と復旧時間を記録する
警報履歴機能を搭載しています。さらに、
ロギングデータや警報履歴データはUSB 
やSD カードにCSV 形式で保存でき、容
易にパソコンで閲覧できます。

TFTカラー
LCDタッチパネル搭載

廃水のBOD 除去方法には、排出基準値に
応じてPUF 流動床やMF 膜型活性汚泥法
を採用します。これらの処理方法はBOD 
除去効率に優れているため、設置の小ス
ペース化に有効です。

多彩なBOD除去方法の選択

オンライン型TOC計
HK-TOC1000

タッチパネル画面

メンテナンス風景

■特  長

■フローシート

パソコンやタブレットによる遠隔操作・
監視で、メンテナンス効率が大幅アップ

遠隔操作

廃水のBODを排出基準値以内に処理して放流する
場合、一般的に放流水のBOD管理は、定期的に放流
水をサンプリングして分析機関にてBODを測定する
ことで行っています。この方法では、BOD測定に1週
間程度かかるため、放流水の必要なタイミングでの
BOD管理において問題があります。

この問題を解決するためにエンバイシスでは、放流
水のBOD測定が必要なタイミングで、自社製TOC
計により放流水のTOCを測定し、あらかじめ求めて
おいたTOCとBODの回帰直線により、BODを瞬時
に算出します。放流水のBOD異常時には、放流水を
原水槽に返送して再処理するか、または希釈すること
で、常に適正な放流水のBODを維持します。
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■処理概要
BOD 含有廃水を原水槽に受入れ、一定流量で生物処理槽(PUF 流動床※)に送水して排水
基準値以内に適切に処理します。生物処理槽から排出された処理水は監視槽に一時貯留
され、TOC計によりTOC‒BODの回帰直線からBODを算出し、基準値以内であれば放流
します。また、基準値を超えた場合は、原水槽に返送して再処理するか、適切に希釈を行っ
たあと再度BODを算出して放流基準値以内であれば放流します。
※河川放流の場合は、膜型活性汚泥法になります。

水質監視項目には BOD 以
外に、SS（濁度計から相関に
より算出）、pH、導電率、DO 
などをご用意していますの
で、必要に応じてアレンジ
できます。

水質監視項目をアレンジ

オンライン型濁度計
HK-TB2000


